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発刊に寄せて

私たちのふるさと鳥取県には、先人たちが築いてきたすばらしい木造建築物

が多数存在しており、その建築現場とともに伝統技能が継承されてきました。

そしてこれらの木造建築物は「住む」という用途上の機能だけではなく、良

好な景観形成・環境に寄与したり、地域のまちづくりの要素として人々に親し

まれるなど、「生活の営み」としての側面も持ち合わせ、私たちもその木造建

築とともに豊かな生活を送ってきました。

 しかし近年では、住宅に対するニーズの多様化により木造建築の着工数が減

少する傾向にあり、その結果として木造建築文化を伝承できる県内の建築現場

も少なくなってきています。またその一方で、木造建築物を建てたいと考えら

れても、職人の技能についての情報が県民の皆様に上手く伝わる手段が少ない

ということもあり、木造建築物の減少に拍車をかけている状況であります。

そこで、鳥取県では、木造建築に関する伝統技能を身近に感じていただくと

ともに木造建築の魅力を伝え、木造建築の普及を図るため、新聞広告等により

木造建築に関する伝統技能継承者を公募させていただきました。その結果大工・

左官・板金・建具の各部門に 1 2 0 名の職人の方からご応募いただき、書類審査、

現地調査の結果を踏まえて、選定委員の皆様による慎重な審査の結果、各部門

とも伝統技能継承者の名にふさわしい、優れた職人の皆様が選定されました。

本冊子が、木造建築物を建設したいとお考えになられた方のお手元に渡り、

実際に家を建てられる際の参考にしていただければ幸いです。また同時に、県

民の皆様がより一層木造建築へ関心を持っていただき、木造建築を守り、造り

続けていくことで伝統技能が継承され、地域のまちなみがより良い発展を遂げ

ていくことを期待しております。

最後になりましたが、委員各位並びに事業にご協力いただいた関係者の皆様

に心からのお礼を申し上げます。

鳥取県生活環境部長　塚田　勝



－ 1－

木造建築は、古来から日本の風土に根ざしたものであり、先人の様々な知恵や工夫が生
かされている貴重な財産であり、大工は木造建築を支える技術を伝えてきました。
奈良の五重塔に代表されるような、千年の風雪にも耐えることのできるすばらしい技術
を木造建築は持っています。
また、一方では日々の暮らしの中で使われている住宅にもその技術が生かされています。
しかし、近年ではプレハブなどの進出に圧されて木造建築や住宅の数が年々減ってきて
いるのも事実です。
このような状況ですが、やはり日本人の心のふるさととしての木造建築をなくすわけに
はいきません。
この技術を将来に渡って伝えていくことが我々の努めであると考えています。
この機会に、改めて伝統的な木造建築の良さ、大工の技を見直して頂けたらと考えてい
ます。

社団法人鳥取県建築技能近代化協会会長　　高野　忠

大 工



－ 2－

大工部門

尾
お さ き

崎  裕
ひ ろ し

史 　（建築大工）

経験年数 3 7 年
連 絡 先 田中工業株式会社
 鳥取市秋里 1 2 4 7
　電　話 0 8 5 7－2 2－8 0 6 1
　ＦＡＸ 0 8 5 7－2 7－7 3 6 3
※ 予約をすれば建物を見学できます。

木造建築（住宅）を手掛け、和風建築の構造・納まりを熟知し、技術を発揮している。
設計図書を形にするまで墨付・加工と一貫して手作業により行っています。

－私の一言－



－ 3－

大工部門

中
なかはら

原  義
よ し と

人 （建築大工）

経験年数 3 8 年
連絡先 田中工業株式会社
 鳥取市秋里 1 2 4 7
　電　話 0 8 5 7－2 2－8 0 6 1
　ＦＡＸ 0 8 5 7－2 7－7 3 6 3
※ 予約をすれば建物を見学できます。

木造住宅をはじめ、お寺の山門等和風建築の携わり、技術を十分に発揮している。
この作品も、お茶を楽しまれる御施主様のイメージを形として建てられた作品です。

－私の一言－



－ 4－

大工部門

片
かたやま

山  照
て る お

雄 （建築大工）

経験年数 3 0 年
連 絡 先 田中工業株式会社
 鳥取市秋里 1 2 4 7
　電　話 0 8 5 7－2 2－8 0 6 1
　ＦＡＸ 0 8 5 7－2 7－7 3 6 3
※ 建物は見学できません。

山門・庫裡等の和風建築を手掛けることができ、納まりの基本を習得し、木造から
鉄筋・鉄骨まで多種の分野に携わり、数多くの経験ができました。
山門の彫刻にも取組みました。

－私の一言－



－ 5－

大工部門

田
た な か

中  邦
く に お

雄 （建築大工）

経験年数 3 0 年
連 絡 先 田中工業株式会社
 鳥取市秋里 1 2 4 7
　電　話 0 8 5 7－2 2－8 0 6 1
　ＦＡＸ 0 8 5 7－2 7－7 3 6 3
※ 建物は見学できません。

木造住宅を主体に、墨付け、加工、建て方と、設計図書を正確に理解して形として
います。
基本を把握し、新しい工法にも積極的に取組んでいます。

－私の一言－



－ 6－

大工部門

森
も り た

田  稔
みのる

（建築大工）

経験年数 2 7 年
連 絡 先 田中工業株式会社
 鳥取市秋里 1 2 4 7
　電　話 0 8 5 7－2 2－8 0 6 1
　ＦＡＸ 0 8 5 7－2 7－7 3 6 3
※ 予約をすれば建物を見学できます。

大工の親の背を見ながら「いつか自分の家を」と思いつつ、木造住宅に携わり、

木造の基本を習得し、墨付から造作まで自分の技術を発揮し完成させました。

－私の一言－



－ 7－

大工部門

木造住宅に携わる中で、基本を習得し、技術の向上に努力しています。

時代の流れの中で変化する工法にも対応できるように積極的に取組んでいます。

－私の一言－

浜
はまもと

本  正
ま さ み

美 （建築大工）

経験年数 2 7 年
連 絡 先 田中工業株式会社
 鳥取市秋里 1 2 4 7
　電　話 0 8 5 7－2 2－8 0 6 1
　ＦＡＸ 0 8 5 7－2 7－7 3 6 3
※ 予約をすれば建物を見学できます。



－ 8－

大工部門

鈴
す ず き

木  和
かずあき

明 （建築大工）

経験年数 3 7 年

連 絡 先 鳥取市大桷 2 9 3－1
　電　話 0 8 5 7－2 0－2 6 9 0
　ＦＡＸ 0 8 5 7－2 0－2 6 9 0
※ 予約をすれば建物を見学できます。

施主さんの子供、子供から孫へと長く住んでもらえるように、誠心誠意、きっちりとし

た仕事をするのが私の信条です。軸組はボルトなどの金具類を使用しなくても大丈夫な、

本当の意味での木造在来工法です。造作においても、木組を基本としているので釘など

も普通の 3分の 1くらしいか使いません。社寺建築では、軸組に金物は使いません。

 近年は社寺建築にも携わっているので、県外でも仕事をしています。とてもやりがい

があります。県内でもそういう仕事ができればと思っています。また、意欲のある若者

には、伝統技術を継承する意味で機会があれば伝えていきたいと思っています。

－私の一言－



－ 9－

大工部門

物を造ることが好きで、親方に弟子入りして 3 0数年も経ちました。それから和洋住

宅・社寺・山車等造らせてもらいました。得意は数寄屋建築です。

家を造る喜びは、今と昔では少し違いますが、完成したときの気持ちは 1 0 0%満足

したものにはなりません。いつまでも挑戦する気持ちを大切にして、これからも技に

磨きをかけ、がんばり続けたいです。

－私の一言－

笹
さ さ お

尾  友
と も じ

二 （建築大工）

経験年数 3 8 年
連 絡 先 有限会社 釜田組
 鳥取市古海 3 0 3－5
　電　話 0 8 5 7－2 3－1 1 4 8
　ＦＡＸ 0 8 5 7－2 3－1 1 3 8
※ 建物は見学できません。



－ 10 －

大工部門

入
い り え

江  和
かずあき

昭 （建築大工）

経験年数 3 4 年
連 絡 先 有限会社 釜田組
 鳥取市古海 3 0 3－5
　電　話 0 8 5 7－2 3－1 1 4 8
　ＦＡＸ 0 8 5 7－2 3－1 1 3 8
※ 建物は見学できません。

入社して 3 0 数年、弟子の頃から和風住宅・洋風住宅・神社仏閣等色々させてもら
いました。
物件を完成させ施主に喜んでいただく、また、その中で自分なりの工夫を施す。
とてもやりがいのある職業です。

－私の一言－



－ 11 －

大工部門

中
なかがわ

川 冨
ふ く じ

久治（建築大工）
経験年数 6 8 年
連 絡 先 大和建工有限会社
 鳥取市玉津 5 0 番地 1
　電　話 0 8 5 7－5 3－0 7 3 2
　ＦＡＸ 0 8 5 7－5 3－0 7 3 2
※ 予約をすれば建物を見学できます。

－私の一言－
自己の年代的にも、古来の伝統的建築に執着する向きが強く、住宅はもとより、多くの
社寺建築の設計・施工に携わって、在来工法の技法をアピールしてきましたが、近年数少
ない茶室の設計、施工のご指命を受け、鋭意趣向を注いでみましたが、自然の風味を生か
した資材が乏しいこの頃の作品であり、施主様の御期待に沿うべく、茶の作法と共に、如
何に伝統の技法が活かされるかと思考してみました。



－ 12 －

大工部門

中
なかがわ

川  洋
よういち

一 （建築大工 )

経験年数 3 5 年
連 絡 先 大和建工有限会社
 鳥取市玉津 5 0 番地 1
　電　話 0 8 5 7－5 3－0 7 3 2
　ＦＡＸ 0 8 5 7－5 3－0 7 3 2
※ 予約をすれば建物を見学できます。

入社以来、他の見習工（大工）と共に、修行を重ね、伝統の軸組工法に依る住宅、
社寺建築に携わり、今日に至る。従って、軸組はもとより在来工法でなければ納得で
きず、今もプレカットは全く使用したことはない。
特に古来の書院造りに関心が深く、建物の度に書院の工法に、また組み付けに、仕

上がる喜びを感じている。

－私の一言－



－ 13 －

大工部門

山
やまもと

本  功
いさお

（建築大工）

経験年数 5 0 年
連 絡 先 有限会社 山本工務店（自営）
 鳥取市用瀬町樟原 1 6 8－5
　電　話 0 8 5 8－8 7－3 0 6 1

※ 予約をすれば建物を見学できます。



－ 14 －

大工部門

土塗壁、漆喰仕上、無垢材使用の住宅です。
少しでも良い物を少しでも多く残していきたい。
割合・木割等、次の世代に伝えておきたいと思っています。

－私の一言－

井
い も と

本  親
ちかよし

愛 （建築大工）

経験年数 4 6 年
連 絡 先 有限会社 井本工務店
 鳥取市佐治町古市 6 5－1 5
　電　話 0 8 5 8－8 8－0 7 6 9
　ＦＡＸ 0 8 5 8－8 8－0 7 6 9
※ 予約をすれば建物を見学できます。



－ 15 －

大工部門

砂
す な だ

田  栄
さかえ

（建築大工）

経験年数 2 2 年
連 絡 先 砂田工務店 有限会社
 鳥取市気高町浜村 2 8 4 番地 1
　電　話 0 8 5 7－8 2－0 4 3 7
　ＦＡＸ 0 8 5 7－8 2－0 7 8 9
※ 予約をすれば建物を見学できます。

「2間続きの書院造が欲しいのです」という施主様の声に応えられるよう丹精を尽く
しました。

－私の一言－



－ 16 －

大工部門

砂
す な だ

田  繁
しげる

（建築大工）

経験年数 2 2 年
連 絡 先 砂田工務店 有限会社
 鳥取市気高町浜村 2 8 4 番地 1
　電　話 0 8 5 7－8 2－0 4 3 7
　ＦＡＸ 0 8 5 7－8 2－0 7 8 9
※ 建物は見学できません。

地域の人々に親しまれる建築物であってほしいと思い丹精を尽くしました。この仕
事をさせていただき、真に有難いと思います。

－私の一言－



－ 17 －

大工部門

梅
うめざね

實  悦
え つ お

雄 （建築大工）

経験年数 3 2 年
連 絡 先 有限会社 家の修繕・ねっとわーく
 鳥取市気高町北浜 3丁目 1 2 1－4
　電　話 0 8 5 7－3 7－6 9 1 9
　ＦＡＸ 0 8 5 7－3 7－6 9 2 0
※ 予約すれば建物を見学できます。

私は無垢の木材を使った家を 2 0 年以上に渡って個人の大工として建ててまいりました。
もちろん修繕も行っております。「住宅の建築に関してはヨソには負けない」自信を持って
おります。
これまで、私が手がけた家は、何年経っても不便なことがあれば電話してくださいと言
っています。私達の建てる家は注文住宅ですので、同じ家はありません。お客様の希望に
応じて仕上がりは変わります。追加工事をされるお客様がほとんどです。
家は一生の高い買物です。「お宅で建ててよかった。」と言って頂くこの一言が私どもの

宝です。

－私の一言－



－ 18 －

大工部門

自然と一体の住い方、世界一洗練された豊かな文化である伝統木造工法を守ってい
きたい。

－私の一言－

中
なかはら

原  秋
あ き お

雄 （建築大工）

経験年数 4 4 年

連 絡 先 鳥取市気高町殿 1 8 3－4
　電　話 0 8 5 7－8 4－3 2 4 3

※ 予約をすれば建物を見学できます。



－ 19 －

大工部門

谷
たにぐち

口幸
ゆ き お

雄 （建築大工）

経験年数 5 6 年
連 絡 先 有限会社 ながお
 鳥取市鹿野町鹿野 2 3 3 8 番地 1 2
　電　話 0 8 5 7－8 4－2 2 5 2
　ＦＡＸ 0 8 5 7－8 4－3 3 1 0
※ 建物は見学できません。

大工として、墨付けを始めたのが 22歳の時でした。
その後運良く、寺本堂や神社、茶室など大工技術をみがくのに良い物件を頂き、今

日まで元気にやっています。
木造建築はなんといっても、“木を知ること”そしてそれを“生きたよう使用すること”

が大工だと思っています。

－私の一言－



－ 20 －

大工部門

私はムク材の使用について、常日頃から非常に興味深く気を付けます。木のクセを
どのように読むか、毎日が勉強です。
また、同僚とも事あるごとに討論しています。

－私の一言－

小
お が わ

川  正
しょうじ

二 （建築大工）

経験年数 2 5 年
連 絡 先 有限会社 ながお
 鳥取市鹿野町鹿野 2 3 3 8 番地 1 2
　電　話 0 8 5 7－8 4－2 2 5 2
　ＦＡＸ 0 8 5 7－8 4－3 3 1 0
※ 建物は見学できません。



－ 21 －

大工部門

山
や ま ね

根  勇
ゆ う じ

治 （建築大工）

経験年数 5 5 年

連 絡 先 鳥取市河原町徳吉 2 0 4 番地
　電　話 0 8 5 8－8 5－2 3 4 8

※ 建物は見学できません。



－ 22 －

大工部門

小
こばやし

林  義
よしあき

明 （建築大工）

経験年数 4 0 年
連 絡 先 有限会社 小林工務店
 八頭郡智頭町南方 4 4 2
　電　話 0 8 5 8－7 5－3 6 7 0
　ＦＡＸ 0 8 5 8－7 5－3 6 8 5
※ 建物は見学できません。

大工歴 4 0 年。これまでに手がけた建築は 3 0 0 棟を超えている。住宅建築が 8割を占め
るが、公共建築や社寺建築、重要文化財の復元など、幅広い実績を持っている。なかでも、
入母屋造りの住宅には定評があり、隅木の微妙や反り加減や、“きりっ”とそそり立つ破風
板のバランスなど、熟練ならではの絶妙な美的調和と高い技術力は、遠く関西方面からも
多くの指示を得ている。また、「何年経っても狂わない。」というのがOB施主の共通評価で、
反り、割れ、伸縮といった、木の持つ特性を充分に吟味した納まりにも、長年の経験が生
かされている。

－私の一言－



－ 23 －

大工部門

武
た け た

田  一
い つ お

男 （建築大工）

経験年数 3 4 年

連 絡 先 八頭郡智頭町大字芦津 9 2
　電　話 0 8 5 8－7 5－2 0 9 8

※ 建物は見学できません。

三代続く建築業でともに腕の立つ建築大工として知られ、創業以来百余年を経過。家業
に従事し、父を師として、木造建築技術を熟達、三代目を継承し現在に至った。
新しい技術の中に日本建築古来の美しさを守り続け、誠実入念な施工で顧客様に喜ばれ

ています。
四本丸桁の本組みを得意としています。
1階、2階の桁をそれぞれ丸太で組みをする工法です。( 桁を切らずに組む本組工法です。）

－私の一言－



－ 24 －

大工部門

青
あおかめ

亀  雄
ゆ う じ

二 （建築大工）

経験年数 1 9 年
連 絡 先 青亀工務店
 倉吉市海田西町一丁目 2 6 3
　電　話 0 8 5 8－2 6－2 3 7 4
　ＦＡＸ 0 8 5 8－2 6－2 2 5 0
※ 建物は見学できません。
（ただし自作墨坪・神棚の家紋は予約をすれば見学できます。）

第 2 6回・第 2 7回技能五輪全国大会・いずれも 3位入賞。
第 1 7回技能グランプリ全国大会・3位入賞。
第 1 8回・第 1 9回技能グランプリ全国大会・いずれも敢闘賞。
倉吉市市民栄誉賞受賞（平成 1 0年）。
鳥取県「優れた技能者」として受賞（平成 1 5年）。
伝統的な技術は「日本の宝」です。
「日本の宝」をなくさないことが、私の役目だと思っています。
これからも手仕事にこだわり続けます。

－私の一言－



－ 25 －

大工部門

池
い け だ

田  勝
か つ み

美 （建築大工）

経験年数 3 7 年
連 絡 先 有限会社 池田住研
 倉吉市福光 6 4 2 番地の 1
　電　話 0 8 5 8－2 8－0 0 1 5
　ＦＡＸ 0 8 5 8－2 8－1 9 1 5
※ 予約をすれば建物を見学できます。

伝統工法を重視し、ケヤキ、化粧梁など、手斧ハツリで仕上げるなど、建物の美しさを強調。
無垢材を多く使い、健康にやさしい住まい造りに心がけて、地域になじむ家造りを目指す。
プレカットを使わず、手キザミで加工し、造作材は自然乾燥を重視し、手カンナ仕上げ

しています。

－私の一言－



－ 26 －

大工部門

森
もりもと

本  邦
くにはる

春 （建築大工）

経験年数 4 5 年
連 絡 先 森本工務店
 倉吉市北野 6 9 0－6
　電　話 0 8 5 8－2 8－2 0 4 2

※ 予約をすれば建物を見学できます。

2階のホール、廊下の杉板（ｔ＝3 0）を床材として施工するのに大変苦労しました。
でもやっぱり無垢ものはいいなあ !

－私の一言－



－ 27 －

大工部門

小
お ぐ ら

椋  義
よしみつ

満 （建築大工）

経験年数 3 6 年
連 絡 先 有限会社 高野工務店
 東伯郡三朝町本泉 3 5 6－1
　電　話 0 8 5 8－4 3－0 1 0 8
　ＦＡＸ 0 8 5 8－4 3－0 7 1 6
※ 建物は見学できません。

長年、真剣に大工をやっているので『何が良くて、何が悪いのか』がわかります。
悪いものを造らないことは当たり前ですが、悪いものを直す技術も持っています。

－私の一言－



－ 28 －

大工部門

津
つ む ら

村  誠
まこと

（建築大工）

経験年数 2 6 年
連 絡 先 有限会社 高野工務店
 東伯郡三朝町本泉 3 5 6－1
　電　話 0 8 5 8－4 3－0 1 0 8
　ＦＡＸ 0 8 5 8－4 3－0 7 1 6
※ 建物は見学できません。

お客さんの目になって、ひとつひとつの仕上げを丁寧にやってきました。木の美し
さが現れるように心がけています。

－私の一言－



－ 29 －

大工部門

中
なかはら

原  康
やすひこ

彦 （建築大工）

経験年数 1 9 年
連 絡 先 有限会社 中原建築
 東伯郡湯梨浜町宇谷 9 1 4－3
　電　話 0 8 5 8－3 4－3 2 3 3
　ＦＡＸ 0 8 5 8－3 4－3 2 3 3
※ 予約をすれば建物を見学できます。

銘木無垢の材料を多分に使っていただき、本当に味わいのある木造住宅になりまし
た。今も狂いはないし、本当に立派な家を建ててもらい、感謝しております。大切に
使います。（施主）

－私の一言－



－ 30 －

大工部門

下
しもやま

山  忠
ただおき

興 （建築大工）

経験年数 3 7 年
連 絡 先 有限会社 中原建築
 東伯郡湯梨浜町宇谷 9 1 4－3
　電　話 0 8 5 8－3 4－3 2 3 3
　ＦＡＸ 0 8 5 8－3 4－3 2 3 3
※ 予約をすれば建物を見学できます。

乾燥させた銘木をふんだんに使って、手間を充分にかけ、丁寧に仕事をしていただき、
喜んでいます。（施主）

－私の一言－



－ 31 －

大工部門

河
かわぐち

口  敏
としあき

彰 （建築大工）

経験年数 3 5 年
連絡先 河口建築
 東伯郡湯梨浜町宇谷 1 2 2 6－1
　電　話 0 8 5 8－3 4－3 3 3 5
　ＦＡＸ 0 8 5 8－3 4－3 3 3 5
※ 予約をすれば建物を見学できます。

大いに気に入っています。ええ腕の大工さんですから、どんどんピーアールをして
あげてくださいな！（施主の祖父）

－私の一言－



－ 32 －

大工部門

河
かわもと

本  孝
た か お

男 （建築大工）

経験年数 4 0 年
連絡先 有限会社 河本建築工業
 東伯郡湯梨浜町泊 1 9
　電　話 0 8 5 8－3 4－3 2 6 0
　ＦＡＸ 0 8 5 8－3 4－3 2 6 5
※ 予約をすれば建物を見学できます。

数多くの建築を手がけてきましたが、家族そしてその家の特徴を考慮し、また、地域・
環境に合った住宅の外観・間取・内装・設備を考え、施工しています。日々研鑚です。

－私の一言－



－ 33 －

大工部門

河
かわもと

本  尚
しょうじ

志 （建築大工）

経験年数 1 1 年
連 絡 先 有限会社 河本建築工業
 東伯郡湯梨浜町泊 1 9
　電　話 0 8 5 8－3 4－3 2 6 0
　ＦＡＸ 0 8 5 8－3 4－3 2 6 5
※ 予約をすれば建物を見学できます。

父親から受け継いだ、木造在来工法の伝統と、私の新しい若い現代感覚をマッチさせ、
外見、内装とよく熟慮して施工しました。

－私の一言－



－ 34 －

大工部門

野
の ぐ ち

口  幸
ゆ き お

男 （建築大工）

経験年数 3 5 年
連 絡 先 野口建築
 西伯郡大山町豊房 3 2 1
　電　話 0 8 5 9－5 3－8 2 2 1
　ＦＡＸ 0 8 5 9－5 3－8 2 2 1
※ 予約をすれば建物を見学できます。

平成元年建築大工技能グランプリ3位入賞。
施主様から直の話し合いで建てる建物。
日本建築が主体。

－私の一言－



－ 35 －

大工部門

松
まつもと

本  雅
ま さ お

夫 （建築大工）

経験年数 3 4 年
連絡先 松本建築設計
 西伯郡南部町福里 1 2 0
　電　話 0 8 5 9－6 4－3 3 5 1

※ 予約をすれば建物を見学できます。

門の戸が 1 5年 1 2 月に取り付けてあります。
 米子原木市場を中心に原木を集めました。

－私の一言－



－ 36 －

大工部門

小
こばやし

林  栄
さかえ

（建築大工）

経験年数 6 0 年
連 絡 先 小林建築
 西伯郡日吉津村富吉 1 0 7 8
　電　話 0 8 5 9－2 7－0 3 0 8
　ＦＡＸ 0 8 5 9－2 7－0 4 4 6
※ 予約をすれば建物を見学できます。

実績 3 2年。
木造住宅。
広くて利便の良い、間取の良いので大変によろこばれた。（施主）

－私の一言－



－ 37 －

大工部門

藤
ふじわら

原  登
のぼる

（建築大工）

経験年数 3 7 年
連 絡 先 有限会社 藤原建築工務店
 西伯郡伯耆町古市 8 5 6－1
　電　話 0 8 5 9－6 2－0 9 5 4

※ 予約をすれば建物を見学できます。

桧造りをモットーにしています。柱、土台、大根太、小根太、タルキ、野地等に桧
材を使用し、長寿住宅をめざします。
当作品は、末口 6 0cm級の杉の丸桁を三方に使用し、玄関には、ケヤキの框、式台、
化粧柱を使用しています。土台、破風板はアスナロを使用し、より強くしています。

－私の一言－



－ 38 －

大工部門

遠
えんどう

藤  浩
ひろよし

由 （建築大工）

経験年数 2 4 年
連 絡 先 遠藤建築
 西伯郡南部町鴨部 1 5 9 3－2
　電　話 0 8 5 9－6 6－4 1 2 0
※ 建物は見学できません。

写真の住宅は 3 0 代の若いご夫婦がお施主様でしたが、木造在来工法による和風建築を
望まれ、和瓦、漆喰壁の外部と、内部も腰板、カウンター、床等に無垢材を多く採用した
和の住まいです。
太陽電池パネルを屋根に載せ、キッチン・ダイニング・畳を敷いたリビングに床暖房をし、

オール電化住宅で快適に生活されています。

－私の一言－



－ 39 －

大工部門

岡
おか

 市
いちろう

朗 （建築大工）

経験年数 5 0 年
連 絡 先 岡建築
 西伯郡南部町徳長 1 9 4
　電　話 0 8 5 9－6 6－2 3 7 3
　ＦＡＸ 0 8 5 9－6 6－2 9 2 9
※ 予約をすれば建物を見学できます。

木造建築在来工法一筋 5 0 余年。
後継者育成、指導員。
技能検定委員。

－私の一言－



－ 40 －

大工部門

田
た ご

子一
かずまさ

誠 （建築大工）

経験年数 4 4 年
連 絡 先 田子建築
 西伯郡南部町境 6 3 6 番地
　電　話 0 8 5 9－6 6－2 2 2 9
　ＦＡＸ 0 8 5 9－6 6－2 2 2 5
※予約をすれば建物を見学できます。

建物は伝統の軸組工法で込線打ち、壁は土塗壁で聚楽仕上、柱は桧の4.5寸角、構造材、
造作材とも一部の天井を除き地松に統一。
特に床、書院は倉吉産の 1本の松材にて仕上げている。
現代的な中にも日本建築古来よりの伝統美を合わせ持った仕上りとなっていると思

います。

－私の一言－



－ 41 －

大工部門

山
や ま ね

根　勝
まさる

（建築大工）

経験年数 4 6 年

連 絡 先 西伯郡大山町長田 7 7
　電　話 0 8 5 9－5 3－3 4 4 3
　ＦＡＸ 0 8 5 9－5 3－3 4 4 3
※ 建物は見学できません。

今まで木造軸組工法でいろいろな家を建てましたが、長年の思いのわが家を新築し
て、外装は本掛戸張り、漆喰壁塗り、玄関廻りは御影石張り、格天井、床廻り、書院
松材使用、雪見障子建付しました。

－私の一言－



－ 42 －

大工部門

後
ご と う

藤  時
と き お

夫 （建築大工）

経験年数 3 9 年

連 絡 先 日野郡日南町上石見 8 9 5
　電　話 0 8 5 9－8 3－0 0 8 8

※予約をすれば建物を見学できます。



－ 43 －

大工部門

安
や す だ

田  豊
とよゆき

行 （建築大工）

経験年数 4 2 年
連 絡 先 安田建築
 米子市福万 7 1 5－1
　電　話 0 8 5 9－2 7－3 8 1 7

※ 予約をすれば建物を見学できます。



－ 44 －

大工部門

奥
お く だ

田  節
せつふみ

文 （建築大工）

経験年数 4 0 年
連 絡 先 奥田建築
 日野郡江府町佐川
　電　話 0 8 5 9－7 5－3 2 0 7

※ 予約をすれば建物を見学できます。



－ 45 －

大工部門

安
あ べ

部  四
し ろ う

郎 （建築大工）

経験年数 4 5 年
連 絡 先 安部建築
 日野郡江府町佐川 7 8 2
　電　話 0 8 5 9－7 5－2 4 2 0

※ 予約をすれば建物を見学できます。

丸太仕様小屋組工法

－私の一言－



－ 46 －

大工部門

三
み よ し

好  忍
しのぶ

（建築大工）

経験年数 4 0 年
連 絡 先 日野建築工務店
 日野郡日野町舟場 7 6－7
　電　話 0 8 5 9－7 2－0 6 6 6
※ 予約をすれば建物を見学できます。



－ 47 －

大工部門

一
ひ ふ み

二三  八
はちろう

郎 （建築大工）

経験年数 4 7 年
連 絡 先 一二三建築工務店
 日野郡江府町助沢 2 3 2
　電　話 0 8 5 9－7 5－3 6 6 8
　ＦＡＸ 0 8 5 9－7 5－3 6 6 8
※ 予約すれば建物を見学できます。

建物は、伝統軸組工法で、木材も地域材を主とし、外国産材は使用しない、を基本
としています。
築 1 0 0 年に耐える住宅を自負し、使用材料に気を配り、伝統技能を重視しています。

－私の一言－



－ 48 －

大工部門

福
ふ く だ

田  章
ゆ き お

夫 （建築大工）

経験年数 3 3 年

連 絡 先 日野郡日南町花口 1 3 9 0－4 4
　電　話 0 8 5 9－8 3－1 0 2 9
　ＦＡＸ 0 8 5 9－8 3－1 1 0 1
※ 建物は見学できません。



－ 49 －

大工部門

小
こ だ に

谷  和
かずひろ

弘 （建築大工）

経験年数 3 7 年
連 絡 先 小谷建築
 日野郡日南町神戸上 8 8－3
　電　話 0 8 5 9－8 3－0 8 9 1
　ＦＡＸ 0 8 5 9－8 3－0 8 9 2
※ 建物は見学できません。

お客様の気持ちになって、真心を込めて仕事をさせてもらっています。

－私の一言－



－ 50 －

大工部門

清
し み ず

水  昭
あきひろ

広 （建築大工）

経験年数 3 4 年
連 絡 先 清広建築
 日野郡江府町柿原 1 3 7 5
　電　話 0 8 5 9－7 5－2 7 4 4
　ＦＡＸ 0 8 5 9－7 5－2 8 7 5
※ 予約をすれば建物を見学できます。

建て方本来の在来工法を用いて建築に取り組んでいます。
内地材木での施工に心掛けています。

－私の一言－


